
 

平成 29年度子ども会議開催報告 

「みんなの笑顔のつくり方 ～思いやりの心をつくるためにできること～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日：平成 29年 11月 3日（祝）午前 10時～12時 

会 場：こども未来館ここにこ 

参加者：市内小学 5、6年生 17人 

講 師：石川健司氏（スクールカウンセラースーパーバイザー・臨床心理士） 

 

＜当日のながれ＞  (1)講義 

「思いやりの心をつくるためにできること ～気持ちをコントロールすること・話し方」  (2)グループワーク  「こんな時、どうする？」というテーマでグループごとに話し合いました  (3)発表   グループワークの内容を各グループが発表  (4)まとめ 

 

 

 

(1)講義 

石川先生から、「思いやりの心をつくるためにできること 

～気持ちをコントロールすること・話し方」と題するお話 

を聞きました。 

 

 

 

人との関係がうまくいかないとき、怒りの感情が出てくることがあります。 

相手に期待していたのに、その通りにいかないときに、自分の気持ちがうまくコントロ

ールできなくなる。そんなときに怒りが発生してきます。 

それがひょっとしたら、いじめに関係しているかもしれません。 

そんなコミュニケーションの行き違いがあるときに、「みかんていいな
．．．．．．．

法」が役に立ち

ます。練習してみましょう。 

「子ども会議」は、子どもたちが子どもの権利について考え、話し合い、その内容を広

く発信することで、守られなければならない子どもの権利について啓発することを目的

としています。平成 29 年 4 月 1 日より豊橋市いじめ防止基本方針が施行され、市、学

校、家庭等が協力していじめの防止に取り組む中で、いじめが子どもの人権を侵害する

重大な問題であるという認識を広めるため、今回のテーマを設定しました。 



  自分も友だちも大切にする話し方の方法「みかんていいな．．．．．．．
法」を教えてもらいました。学

校などで相手と意見がぶつかりそうになった時や、友だちに寄りそってあげたい時などに

役立つテクニックです。 

 

 

 

「みかんていいな
．．．．．．．

法」を練習してみましょう。 

 

 

 

 

 

 



 

(2)グループワーク 

「こんな時、どうする？」というテーマで、急に休みがちになった「けんた君」の事例につ

いて、自分たちだったらどうするかグループで話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)発表 

グループで話し合った意見をまとめ、みんなの前で発表しました。けんた君のことを気づ

かった様々な意見が出てきました。 

 

1班 

 

 

 

 けんた君が学校を休んで 2、3日経ったら、しつこくない程度に手紙を送る。

体調は大丈夫？と気づかったり、学校の楽しい内容を伝えたり、笑った人が

どんなことをしたのか教えてね、注意するからねと安心させてあげるよう

なことを伝え、学校に来られるようになるまで、手紙を書いてあげる。 

 けんた君を安心させるために、スクールカウンセラーに事情を説明し、どう
すればいいのかを相談する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2班 

 

 

 

 

3班 

 

 

 

 

 

 

 

 

4班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 けんた君の相談に乗って、味方だよと伝えてあげる。 

 けんた君に対して意地悪をした子に対し、「みかんていいな．．．．．．．
法」を使って

話をする。 

 スクールカウンセラーに相談し、他の解決法を探す。 

 けんた君に手紙を送って、大人に相談したらいいよとアドバイスする。 

 けんた君の家に行き、学校に誘う。一人でいるより、学校でみんなといる
ほうがいい。 

 学校の先生に相談する。 

 いじめっ子にもよく話を聞いてみる。 

 色々な人の意見を聞いて、味方を増やしていく。 

 自分の顔を見て笑う人にやさしく注意する。 

 一人や二人で考えずに周りの人に相談する。たくさんで考えれば、いいア
イデアが出るかもしれない。 



(4)まとめ 

石川先生から、学校などで本当に困ったことが起きた場合に役立つキーワード「きょうし
．．．．

つ
．
※」を紹介していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループワークでは、色々な意見が出ました。大人や友だち、グループで初めて会った子

でも話を聞いたり意見交換すると自分の考えを広げることができます。自分一人では解決

できない悩ましいことがあっても、誰かに相談することで解決できることがあります。これ

からも「みかんていいな
．．．．．．．

」「きょ
．．
うしつ
．．．

」を思い出して使ってみてください。 

 

き：きづく  けんた君の不安な気持ちに
気づいてあげていなかったか

もしれない。もっと早く、不安

な気持ちに気づいてあげられ

たら 

よ：よりそう  一緒になって考えてあげる、
相談に乗ってあげる 

う：うけとめる 

話を聞いてあげたり、一緒に

対策を考えたり 

 

 

 

し：しんらいできるおとなに 

つ：つなげよう  みんなの周りのお父さんお
母さん、学校の先生、スクール

カウンセラーという相談の専

門家など相談しやすい近くに

いる大人に相談しよう 

（きよう） 

けんた君のために、自分たちで

できることをまずやってみよう。 

手紙を書いたり、けんた君の家

に行ったり、ただ一緒に遊んだり

するだけでもメッセージが伝わ

るかもしれない 

（しつ） 

自分たちだけでできないこと

は、大勢の意見を聞いたり、信頼

できる大人につなごう。 

お母さんお父さんに話してみ

たらアドバイスをくれた、先生に

話してみたらけんた君に話して

くれた、にやにやした子に「みか

んていいな」法で話をしてみる、

など。 

自
分
た
ち
で
行
動 

大
人
に
相
談 

※阪中順子『子どもの自殺予防ガイドブック』2015年より 


